
入院早期に栄養リスクを評価し、適切な介入をすることで、在院日数の短
縮や予後改善に繋げられる。

 栄養管理部

上手くいったこと 課題と感じたこと

• 電子カルテ内に業務実績入力
シートを保管し、各病棟の常駐
栄養士がデータ入力・現状把
握・分析を行い、改善策などに
ついて毎月の部署定例会議で共
有することで目標を達成できた。

• 入院早期に栄養介入し、診療状
況や栄養状態・摂食嚥下機能に
応じた栄養計画を策定し、適正
な栄養管理に繋げることが出来
た。

• アセスメント実施率はプロセス
指標であるため、栄養管理計画
を実施後、入院中に栄養状態の
維持・改善・低下防止に繋げら
れたアウトカム指標を分析し栄
養管理の質の向上を目指す必要
がある。

測定値の定義・計算⽅法

栄養管理部

65 歳以上の患者の⼊院早期の栄養ケアアセスメント実施割合

分⼦︓ 分⺟のうち⼊院 3 ⽇⽬までに栄養ケアアセスメントが⾏われたことがカルテに記載された患者
数

分⺟︓ 当該⽉の65 歳以上の退院患者数

 Outcome


